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１．研究計画の概要 
 2004 年 12 月にインド洋大津波被害を被っ
た南タイ、マレー半島西岸のマングローブ林
を対象に、 
（1）マングローブ林他海岸林への大津波に
よる被害様式・強度と地形的要素との関係 
 
（2）マングローブ林の生産力、森林動態 
 
（3）底生生物相の多様性・豊富さへの大津
波の影響 
 
（4）森林と底生生物相についての、被害後
の初期数年間における被害からの修復過程 
の解明を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）甚大な大津波被害を受けたラノン県南
部のマングローブ域に津波前に設定し津波
直前まで年１回の林分動態観測を継続して
いた固定試験地を補修し、被害強度の違いに
よる林木の枯死、林床のベントス（底生生物
相）動態について観測を再開・継続している。 
 
（2）外海に面し津波直撃によるマングロー
ブ林の大面積倒伏、1ｍを越える海砂の堆積
を受けた箇所について、潮汐による堆砂の除
去実態とそれがマングローブ立地回復をも
たらすか否かについて把握を進めている。 
 
（3）ベントスについては堆砂状況などの被
害パターンによる変動を追跡中である。 
 

（4）固定試験地周辺の広域マングローブ域
での高解像度リモセンによる林分サンプリ
ングと地上データの照会・解析を行った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 研究期間でのという限定つきではあるが、
（1）被害強度差による林木枯死速度の推移
パターンの違い 
（2）被害マングローブ立地の浸食による喪
失を明かにした 
（3）ベントスについては目レベルでの顕著
な変化を把握した。 
（4）リモセンによる広域把握については、
津波被害と林分回復状況の検出・把握のため
のアルゴリズムを作成できた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
計画通りに遂行する。 
（1）最終年度の観測を実施、期間中のとり
まとめを行う。 
（2）今後のマングローブ立地消失等の生態
系把握するための、長期の観測継続にむけた
課題提案を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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